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施工説明書



名称 数量

① 右側板 1

② 左側板 1

③ 中仕切板 1

④ 天板 1

⑤ 地板 1

⑥ 背板 1

⑦ 右・左扉 3
可動棚板（大） 3
可動棚板（小） 3

1

数量

6個

12本

6枚

18本

3個

20本

20個

24本

6本

6個

6個

6本

6個

6個

4本

4個

4個

6個

※連結用ビスはタイプにより使用しない（余る）場合があります

下駄箱003(Ｊ取手)

サイズ

１２×２９０×３６７

２１×３６５×８８２
２１×３６５×８８２
３1×３４６×８４０

２０.５×３６４．５×１１５８
２１×３６４．５×１１５８
１７．５×８４０×１１５８

名称

スライド丁番

座金

１８×３９６×８７７
１２×２９０×７５７

施工説明書

下駄箱

スライド丁番取付けビス(皿ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞ3.5×16)

ｾｯﾄｷｬｯﾌﾟﾜｯｼｬｰ

座金取付けビス(皿ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞ3.5×16)

ジョイント金物連結ボルト

ｼﾞｮｲﾝﾄ金物ｷｬｯﾌﾟ(ﾌﾞﾗｳﾝ)

棚受けダボ（φ4.8×25）

躯体取付用ビス（φ4×50）

カウンター取付用ビス（φ4×32）

ｾｯﾄｷｬｯﾌﾟｶﾊﾞｰ(黒)

ｾｯﾄｷｬｯﾌﾟﾜｯｼｬｰ

ﾀﾞﾝﾊﾟｰ金物

クリアバンポン（φ8）

ｾｯﾄｷｬｯﾌﾟｶﾊﾞｰ(黒)
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ｾｯﾄｷｬｯﾌﾟｶﾊﾞｰ(黒)

連結用ビス（φ4×38）

ｾｯﾄｷｬｯﾌﾟﾜｯｼｬｰ



側板①②・天板④・地板⑤・背板⑥に連結ボルトを取付けてください。

下駄箱003(Ｊ取手)
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【上】

施工手順

１, 連結ボルトの取付け

※各パーツの〇の箇所にボルトを取付けてください

【上】

本図はＲ勝手

の場合を示す

①下駄箱右側板

〇連結ボルト ６

②下駄箱左側板

〇連結ボルト ６

【上】

木口貼面が

木口貼面が

⑥下駄箱背板

〇連結ボルト ２

（図はＲを示す）

➃下駄箱天板

〇連結ボルト

⑤下駄箱地板
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　　　　　側板の前側に座金を同梱ビス（皿ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞ3.5×16）で取付けてください。

下駄箱003(Ｊ取手)

施工手順

２, 丁番座金の取付

３, 組立て

※連結金具の締付けは、ハンドドライバーを使用してください。インパ

クトドライバーを使用すると金具が壊れる恐れがあります。

連結ボルト

地板⑤を床に置き、側板①②を取付け、中仕切板③背板⑥天板④の順に組み立て

てください。

⑥

本図はＲ勝手

の場合を示す

⑤

固定ができましたら、ジョイント金物キャップを取付けてください。

③ ①

➃

②
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下駄箱003（Ｊ取手）

施工手順

４, カウンターの取付けと台輪・躯体への取付け

【オプション】台輪付きの場合は、台輪の上に下駄箱をのせ地板から台輪へ連

結ビス（φ４×３２）（台輪に同梱）で固定してください。

下駄箱は背板から躯体へ躯体取付けビス（φ４×５０）６本で固定してください。

カウンターを取付用ビス（φ４×３２）６本で固定してください。

カウンター

５, 丁番の取付け ６, 扉の吊り込み

扉に丁番本体を同梱ビス

（皿タッピング3.5×16）で

取付けてください。

扉をBOXに吊り込んでください。

７, クリアバンポンの取付

下記の位置へ天板・地板に取り付

けてください
≒２０

本図はＲ勝手

の場合を示す



扉を取付けた後、下記の方法で扉と本体の隙間を調整して下さい。

●扉の前後調整　(調整範囲　前方向2㎜　後方向２㎜　計4㎜)
　扉が枠より飛び出したり、左右の面が合わない場合、丁番の
　固定ﾈｼﾞをゆるめて前後調整した後、締め直して下さい。

●扉の左右調整　(調整範囲　右方向2㎜　左方向２㎜　計4㎜)
　扉が縦枠に擦れたり、扉同士が擦れている場合、丁番の
　固定ﾈｼﾞを締めたままで、左右調整ﾈｼﾞを回して左右調整して下さい。

●扉の上下調整　(調整範囲　前方向1.5㎜　後方向1.5㎜　計3㎜)
　(座金により移動が可能です)
　丁番の上下調整ﾈｼﾞをゆるめて調整した後は必ず締め直して下さい。

●扉ダンパー（グリッサンド３）取付け方法
①丁番数により●の位置に取り付けてください
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下駄箱003(Ｊ取手)

施工手順

調整ﾈｼﾞ 名称

固定ﾈｼﾞ
左右調整ﾈｼﾞ

上下調整ﾈｼﾞ

８, 扉の調整

②下図のようにスライドヒンジカーブ面の溝にグリッサンド３の

ツメ部を差し込んでください。

③グリッサンド３をパチンと音がするまでカップ側に倒します。
④調整方法

マイナス（時計回り）⇒弱

プラス（反時計回り）⇒強

（初期位置はプラス側最大です）

弱 強



　●組み合わせタイプにより、同梱の連結ビス（φ4×38）で　◀　の方から連結してください。
　　（セットキャップワッシャーとカバーも同梱されていますのでご使用願います）

　●連結穴は半貫通になっていますので連結する相手との位置関係に注意してください。

　●連結の必要のないＢＯＸにも連結ビスが同梱されていますので、余る場合があります。

トールタイプ1200 トールタイプ　1600 二の字タイプ　1600 二の字タイプ　2000

030-R(L) 040- 044- 055-R(L)

本図は(R)を示す 本図は(R)を示す

004- 005-R(L) 012-R(L) 022-R(L)

本図は(R)を示す 本図は(R)を示す 本図は(R)を示す

023-R(L) 014-R(L) 024-R(L) 026-R(L)

本図は(R)を示す 本図は(R)を示す 本図は(R)を示す 本図は(R)を示す
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コの字タイプ　2000

一の字タイプ　1600 一の字タイプ　2000 L型タイプ　1200 L型タイプ　1600

L型タイプ　2000 コの字タイプ　1200 コの字タイプ　1600


